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10月 18日：VN指数は小幅に続伸 

午前中に投資家は大きく買いを入れ、VN 指数は節目の 1,400 ポイント台を回復した。

しかし午後に入ると利益確定売りが増え、同指数は再び 1,400 ポイントを割り込んだ。 

VN 指数は 0.2％（2.83 ポイント）高の 1,395.53 ポイントで引けた。騰落別では 245 銘

柄が下落、193 銘柄が上昇した。 

売買高は 7 億 8,450 万株を超え、売買代金はおよそ 22 兆ドンだった。売買高は前日比

で 1.5％増、売買代金も前日と比べ 7％以上増加した。また本日 3,190 万株近く（約 1

兆 2,000 億ドン）がブロック取引で売買された。 

VN30 指数では、ペトロベトナムガス（GAS）+4％、ファットダット不動産開発（PDR）

+3％を含む 16 銘柄が上昇した。その一方でサイゴンビール・アルコール飲料

（SAB）、フーニュアンジュエリー（PNJ）、ヴィエティンバンク（CTG）、モバイル・

ワールド・インベストメント（MWG）、ベトナムゴム工業グループ（GVR）は下落

し、下落率は 0.9～1.7％となった。 

銀行株はさえない動きとなった。ヴィエティンバンク（CTG）、ベトコムバンク

（VCB）、ベトナム投資開発銀行（BID）、アジアコマーシャル銀行（ACB）はそれぞれ

0.5～1.5％下げた。 

その反面、石油関連株の上昇が目立った。ペトロベトナムガス+4％、ペトロベトナ

ム・ドリリング（PVD）+4.2％、ペトロリメックス（PLX）+1.5％とそれぞれ買われた。

中でもタイズオン石油（TDG）は 8,760 ドンとストップ高を付けた。 

鉄鋼株にも幅広く買いが入った。タンロン都市開発・建設投資（TLD）は 4.3％高の

24000 ドンと最も上昇した。さらにナムキム鉄鋼（NKG）52800 ドン+1.7％、ホアファ

ットグループ（HPG）57,900 ドン+1％、ホアセングループ（HSG）、ポミナ鉄鋼

（POM）も小幅に上昇した。 

証券株では、バンベト証券（VCI）と VN ダイレクト証券が 3％を超える上昇となったほ

か、ホーチミン市証券（HCM）も 1.6％上昇した。 
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農薬関連株もこの日は大きく買われた。ニンビン・リン酸肥料（NFC）、ペトロベトナ

ム中部化学肥料（PCE）、西南部ペトロベトナム化学肥料（PSW）はそれぞれストップ

高を付けた。 

中小型株では、FLC グループ（FLC）が 3.3％安の 11,600 ポイントだったのに対し、投資

集団の FIT グループ（FIT）が 13,100 ドンのストップ高を付けた。 

ハノイ市場の HNX 指数は 0.01％（0.04 ポイント）高の 384.88 ポイントで引けた。騰落

別では 98 銘柄が下落、104 銘柄が上昇した。売買高は 1 億 2,255 万株、売買代金は 2

兆 7,600 万株を超えた。 

また HNX30 指数は、騰落別で 13 銘柄が上昇、15 銘柄が下落するなど売り買い交錯し

た。第 14 リコジ建設（L14）は同指数採用銘柄の中で最も上昇し、132,500 ドンのスト

ップ高を付けた。 

石油関連株はハノイ市場で上昇が最も目立った。ペトロベトナムコーティング（PVB）

17,400 ドン+3％、ペトロベトナムテクニカルサービス（PVS）29,500 ドン+2.8％、ペト

ロベトナム・ケミカル・サービス（PVC）12,600 ドン+1.6％とそれぞれ上昇した。 

ペトロベトナムケミカルサービス（PVS）は 1,687 万株が取引され、ハノイ市場で売買

高トップとなった。チーベトマネジメントインベストメント（TVC）が 660 万株、サイ

ゴンハノイ証券（SHS）が 466 万株とそれに続いた。 
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